
「真の社会保障・税一体改革を通じた
子ども・子育て支援の充実を」アピール

【にっぽん子育て応援団の考える目標】

すべての子どもたちが、家族の愛情に育まれ、
また、子ども同士の積極的な関わり合いの中で、
そして、地域や社会の多くの大人の慈しみの中で、
心豊かに成長できる環境を保障すること

※ 「子どもは家族が育てるのか、社会が育てるのか」というとらえ方ではなく、子どもを真ん中にお
いて、子どもの成長にとって不可欠な、家族、子ども同士の関わり、地域や社会の多くの人との関わ
り、それぞれが大切な役割を果たせるよう支援するという考え方に立つことが重要です。

【目標実現のためのにっぽん子育て応援団のアピール】
１　思い切った財源投入の実現に向けた大きな政治の決断を　
　大きな社会経済の変化の中、社会的なサポートなしには目標の実現はできません。財源
の裏付けのあるしっかりとした子ども・子育て支援の仕組みの構築と、思い切った財源投
入が必要です。
　運動を始めて３年間、ようやく具体的な制度が提案され、国会で審議されるに至りまし
た。少子化の問題が提起されて２０年余、もはや一刻の猶予もありません。
　子どもを政争の具にすることなく、未来をつなぐ大きな政治の決断を求めます。

 ２　当事者の声が反映されるしくみを
　私たちも行動します。子ども・子育て支援の仕組みについて学習し、意見・提案を行っ
ていきます。子どもや子育て世代の声にならない声を伝え、限られた財源を効果的に活用
できるよう、運営にも参画し責任を分かち合います。社会的なサポートの充実に必要な費
用も分かち合います。
　残念ながら、いままでの制度には、このような子育て世代の参画の仕組みがありません。
住民に最も身近な基礎自治体である市町村に、財源を集約し、子ども・子育て会議を必ず
設置して、ここを通じて当事者の声が反映される子ども・子育て支援の仕組みの実現を求
めます。

３　「未来への投資」を組み込んだ「真の」社会保障・税一体改革の実現を
　超高齢社会に向かって、子どもの未来は、すなわち私たちの未来でもあります。老若男
女、世代を超えた連帯が必要です。
　与野党が各々の面子にこだわり、子ども・子育て支援の充実に関して政治的合意がなさ
れないまま時が過ぎれば、国家財政はさらに逼迫し、将来世代がより大きな負担を被るこ
とになります。もし仮にそのような事態になったら、今を生きる私たちは、これから生ま
れてくる子どもたちにどう説明できるのでしょうか。「未来への責任」の放棄にほかなり
ません。
　子ども・子育て支援の充実なき社会保障・税一体改革はあり得ません。　「未来への投資」
を組み込んだ「真の」社会保障・税一体改革の実現を求めます。
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にっぽん子育て応援団

にっぽん子育て応援団結成 3 周年フォーラム「どうする？この国の子育て」


